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令和８（2026）年 3 月 27 日 

上田市長 

土屋 陽一 様 

ライフステージかりがねにおける 

虐待及び不適切な対応に対する改善計画 

 

社会福祉法人かりがね福祉会 

 理事長 小林 彰 

 

１．改善すべき事項について 

（１）『利用者に対する発言や対応について見直しを行い、障がい者の人権を尊重し、尊厳を

守る対応に努めること。』 

 → 

・法人クレドを日誌に記載し、現在、職員詰所に掲示してあるもののほかにも、日々、目に 

 触れて意識できるようにする。また、毎日の朝の引継ぎ時にも読み合わせを行う。 

・日々の支援の中で気になっている行為（虐待行為やグレーゾーンと思われる言動等）を 

スタッフ一人ひとりに提出してもらいスタッフ会議にて内容を共有、対応方法の確認や 

困りごとの話し合いを年に２回以上行う（『気になる関わり報告シート』も有効に活用す 

る）。 

・上記の取り組みも含めて、不適切な支援と思われる事案等があった場合には、管理者、 

主任、サービス管理責任者で情報をすぐに共有し、関係するスタッフには面談等を行っ 

て意識の改革や行動の変容を求める。また、そのやり取りの記録を必ず残し、経過を見 

ながら必要に応じた指導や対策を講じていく。 

・法人全体での年一回の虐待防止研修のほかに、事業所内でも事業所の特性をふまえた虐 

待防止研修を行う。ともに全員参加を基本として、受講の有無を確認する。また、経験 

や勤続年数に応じた内容を受講できるよう配慮する。 

・現在、定期的に行っている管理者とスタッフの面談を、気になる関りやグレーゾーン、 

支援の中での困り感などを聴かせてもらう貴重な機会として活用する。 

・第三者委員によるスタッフとの面談を２ヵ月に１回のペースで実施する。 

 

 

（２）『利用者支援にあたり、施設内での支援方法や対応について、職員（従事者）間で情報 

の共有を図り、共通認識・理解の下、実施すること。』 

 → 

 ・スタッフ間での情報の共有を図るため、個々のご利用者様のフェイスシートや支援マニ 

ュアルの再確認を行うとともに、必要な情報が確実に記載されるよう、フェイスシート 

の内容の充実を進めていく。 
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 ・ケース検討会を定期的に開催し、ご利用者様の現在の状況や個々のスタッフが感じてい 

る困り感を共有する中で現時点での最善の支援方法を一緒に考え、その共通理解・認識 

のもと、統一した支援に全員で取り組んでいく。 

（ご利用者様の生い立ちや過去・現在を共有することで、ご利用者様への理解を深めて 

日々の支援に繋げていく。） 

 ・会議に提出する統一個別対応の様式のほか、LINE や band なども併用しているスタッフ 

間の伝達方法に関しても再確認を行い、より情報の共有がしやすい方法を検討していく。 

 

 

２．虐待行為を行ったスタッフ当事者に対する対応について 

 ・以下の対応を一年間継続して行う。 

  ①日々の支援を振り返り、レポートを提出する（週１回） 

  ②管理者・主任との面談を行う（月１回…『振り返りチェックシート』を活用する。） 

  ③第三者委員との面談を行う（２ヵ月に１回） 

以上 


